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◆アクションプログラム２－２：水質管理率100％プログラム（小規模施設の管理

充実）

衛生上の問題の発生が懸念される未規制施設、さらに、水道法等の規制対象であ

る中小規模の水道の水質管理水準の向上に当たっては、技術面に加えて財政面及び

制度面での制約も存在していることから、国においては規制体系の見直し及び管理

の支援の充実を図る。

また、規制及び支援策を踏まえた施設の設置者等による管理の充実、水質管理に

携わる民間企業等のサービス水準の向上、運営形態の多様化による設置者の管理へ

の支援、都道府県等の監督体制の充実や水質管理率向上のための基本構想の策定、

水道事業者等による未普及地域の解消に加え、貯水槽水道の管理についての助言・

指導の推進、検査機関による公正・適正な検査の実施、利用者に対する情報提供の

、 。仕組みの充実を図る中で 小規模な施設についても一定の水質管理水準を確保する

図６－８ 水質管理率100％アクションプログラム

 

～だれでも・どこでも・いつでも 安全安心な水質を保証する体制の実現～

水質管理の限界（制度、技術的基盤、財政的基盤等）

・未普及人口約360万人（平成17年度末時点）

国

民間企業等（管理支援）
・サービス水準の向上・低廉化

・サービス内容の多様化

水道事業者等（指導・支援）
・未普及地域の解消、管理統合

・貯水槽水道の助言・指導

水道普及率水道普及率

97.397.3％％

・規制体系の見直し、管理の支援の充実

事業者、施設の設置者等（供給者）
・規制対象の拡大

・管理の仕組みの充実

検査機関（管理検査）
・公正・適正な検査

・サービス多様化の試み

利用者
・水質管理状況の確認

都道府県等（監督）
・水道整備基本構想の策定

・監督体制の充実

←

水質管理率１００％プログラム（小規模施設の管理充実）

・飲用井戸、貯水槽水道の水質管理の問題

・さらには中小規模水道の水質管理の問題

（平成18年度末時点）


